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フクロウ通信 フクロウの会 
（福島老朽原発を考える会） 

第３１号 
201８年３月●●日 

ni 日 

フクロウの会（福島老朽原発を考える会）のブログ…http://fukurou.txt-nifty.com/fukurou/ 

●フクロウの会は放射能汚染や事故の心配

がなく、放射性廃棄物を生み出さない社会、

すなわち原発のない社会をめざして首都圏

で活動を続けてきた団体です。 

●残念ながら福島で重大な事故が起きてし

まいましたが、事故による人々の被ばくが

少しでも少なく抑えられるよう事故直後か

ら情報提供、放射能測定プロジェクト、国

や自治体への働きかけなどの活動を行って

きました。 

●そんなフクロウの会の様々な活動を支え

るための会員・サポーター・資金カンパ募

集中です。ご協力いただけますと幸いです。 

 

【カンパ送り先】 

●ゆうちょ銀行からの振替 

・口座記号番号 

00130-9-655439 

・口座名称（漢字） 

福島老朽原発を考える会 

・口座名称（カナ） 

フクシマロウキュウゲンパツヲカンガエ

ルカイ 

●他の金融機関からの振込 

・銀行名＝ ゆうちょ銀行 

・金融機関コード ９９００ 

・店番 ０１９ 

・預金種目 当座 

・店名 〇一九 店（ゼロイチキユウ店） 

・口座番号 ０６５５４３９ 

フクロウの会 
（福島老朽原発を考える会） 

◆「リサイクル」の名のもとに進められる放射能ごみのばら撒き 

 福島原発事故は東日本の広い範囲に膨大な量の放射能汚染ごみを発生

させました。福島県では中間貯蔵施設への移動が始まりましたが、除染

土、除染廃棄物のフレコンバッグの山は依然として県内各地の仮置き場

に山積みになっています。福島県以外でも多かれ少なかれ同様な問題が

発生しています。このような中で最近特に明らかになってきたのが、こ

うした除染土、除染廃棄物を「資源」として「再利用」しようという動

きです。「リサイクル」の名のもとに放射能ごみのばら撒きという事態

が始まっています。 

 

◆自然災害などで再び流出の懸念－除染土の「再利用」 

 環境省が進めているのが除染土の「再利用」です。各地の除染によっ

て発生した放射能を含んだ土壌を、道路・鉄道などの盛土、防潮堤、海

岸防災林、土地造成・埋立てなどに活用しようという計画です。既に福

島県南相馬市では、2017年 4月から処分実験が始められています。昨年

末には飯館村、二本松市でも処分実験を開始するとの発表がありました。

福島県以外でも茨城県東海村と栃木県那須町で、この春にも処分実験を 

開始すると報じられています。図 1 が、環境省が計画している除染土再

利用のイメージです。環境省は除染土の上を、汚染されていない土で覆

う覆土をするので安全としています。しかし最近でも、各地で豪雨・台

風・地震などにより河川決壊、道路や造成地などの土砂崩れ、流出など

が発生しています。自然災害などで汚染土の流出の可能性は高いと言え

ます。 

 

放射能ごみのばら撒きを止めよう！ 
各地の放射能ごみ焼却・木質バイオマス発電 

反対の運動と連携しよう！ 

 
図 1 環境省が考える除染土再利用のイメージ 
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◆放射能ごみを燃やせば周辺に放射性物質を含む微粒子が周囲に拡散する 

 環境省は除染廃棄物について、「燃えるものは全て

燃やす」が基本方針です。福島県では震災がれき、除

染廃棄物焼却のため県内各地に24基もの仮設焼却炉

が設置されました。既に役目を終えて解体作業に入っ

ているものもありますが、継続して焼却処理をすすめ

ているものもあります。福島県のみでなく東日本各地

でも除染廃棄物の焼却は同様に進められています。さ

らに岩手、宮城、栃木県などでは汚染した牧草、榾木

（ほだぎ）、剪定枝、たい肥などの農林業系汚染廃棄

物の焼却が問題になっています。除染廃棄物でなくて

も、東日本の広い範囲で一般廃棄物にはセシウムなど

の放射性物質が含まれています。これらが既設の一般

焼却炉で燃やされています。 

 環境省はこれらの焼却炉に設置してあるバグフィル

ターは飛灰（燃焼ガスに含まれる粒子状の灰）中のセ

シウムを99.9%回収するから安全と説明しています。

しかしバグフィルターは直径 2.5μm 以下の粒子

（PM2.5）を捕捉することはできません。 ※1 

 仮設焼却炉、汚染ごみを燃やす焼却炉周辺ではこう

した放射性物質を含む微小粒子が日常的に浮遊してい

ます。これを吸い込むことにより様々な健康影響が懸

念されます。除染廃棄物、汚染ごみの焼却は別の形の

放射能ばら撒きと言えます。 
 

 

＊１  バグフィルターが微小粒子を捕捉できないことについて

はフクロウ・FoE チャンネルで分かり易く解説しました。 

フクロウの会ブログ http://urx.red/IELg をご覧ください。

また「ちくりん舎ニュース」第 15 号にも詳しい解説があり

ます。 

 

◆燃えない焼却灰・除染土も高温処理で「リサイクル」！？ 
 汚染ごみを燃やせば焼却灰にはセシウムなどの放射

性物質が濃縮されて残ります。また土は燃えないので

焼却による減容化はできません。これら放射能をたっ

ぷり含む焼却灰や除染土を高温処理して減容化、「リ

サイクル」する計画があります。これら焼却灰や除染

土を 1300℃程度で高温処理すると、セシウムは気

化してガスとなります。これらのガスを冷却して回収

し、残った溶融物（灰や土壌が溶けて固まったもの）

を建設資材として「再利用」しようという動きです。 

 図 2 は 2017 年 3月に児玉龍彦氏（東大アイソト

ープセンター長）が福島県で講演したときの資料の一

部です。図中の「昇華装置」「ロータリーキルン」と

書かれた部分がそれにあたります。 

 この計画は既に福島県飯館村の蕨平、福島県三春町

 

 
図 2 高温処理による焼却灰・除染土の「再利用」 

東大アイソトープ総合センター長 児玉龍彦氏の福島県での講演資料 

（2017年 3月）より 
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の環境創造センターの 2 か所で実証実験が行われて

います。問題はこれらの設備も、気化したセシウムを

冷却回収する設備としてバグフィルターを使用してい

ることです。バグフィルターが微小粒子を捕捉できな

いことは前節で示しました。この設備が設置されれば

周辺へのセシウムなど放射性物質を含む微小粒子の拡

散は必至です。 

 ちなみに、このロータリーキルン昇華装置のモデル

プラントとなったのが、東京日の出町にあるエコセメ

ント化施設です。このエコセメント化施設から放射能

が周辺に拡散していることは「たまあじさいの会」の

皆さんが粘り強い詳細な調査で明らかにしています。

また、フクロウの会、ちくりん舎などが共同で進めて

いるリネン吸着法による大気中の粉じんの放射能調査

は、この日の出町エコセメント化施設での調査で初め

て使用し効果を発揮したものです。 

 

 

◆汚染木材を燃やせば焼却炉と同じ‐木質バイオマス発電 

 さらに新たな問題が起こっています。各地で再生エ

ネルギー推進の波にのって木質バイオマス発電所の建

設が進んでいます。「バイオマス発電」と聞くとエコ

な感じがします。しかし実態は図 3 に示すように森

林の間伐材などを原料とする火力発電所に他なりませ

ん。飛灰の回収にはやはりバグフィルターが使用され

ています。 

 今、この木質バイオマス発電所の建設ラッシュとも

いうべき状況が起こっています。図 4 は経産省が発

表した木質バイオマス発電の認定状況です。2017

年 9 月までの段階で 1604 万 kw であり、既に政府

が示したエルギーミックスの 2030 年度導入水準の

3 倍程になっています。再生可能エネルギー固定価格

買取制度（FIT）での価格設定が高めであり有利と判

断した業者による FIT 認定の申請が急増したことが

背景にあるようです。 

 すでに燃料である間伐材の奪い合いが起こっている

というような報道もあります。一方で、東日本の広い

範囲で森林は汚染され、またこれらの森林はほとんど

除染されていません。したがって今後、これらの汚染

された間伐材や汚染木材が木質バイオマス発電の燃料

として使われる可能性があります。そうなると木質バ

イオマス発電も、周囲への放射能再拡散という観点か

らみれば、放射能汚染ごみを燃やす焼却炉と何ら変わ

りません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3 バイオマス発電のイメージ図 

株式会社グリーン発電大分の HPより 
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◆放射能ごみばら撒き問題でシンポジウムを開催―ちくりん舎 
 私たちフクロウの会と連携して活動を進めている

NPO 法人市民放射能監視センター（ちくりん舎）で

はこうした動きを背景に、2 月 10日シンポジウムを

開催しました。第 5 回目となるちくりん舎シンポジ

ウムの今回のタイトルは「バラ撒かれる放射能汚染～

除染ごみ焼却・木質バイオマス発電を考える～」とい

うものでした。シンポジウムには 90 人近くの人が集

まりました。シンポジウムではちくりん舎副理事長で

フクロウの会の事務局長の青木から「バグフィルター

はセシウムを含む微小粒子を回収できない」というタ

イトルで講演がありました。この講演では、現在環境

省、経産省などで進められている放射能ごみばら撒き

の実態と、バグフィルターではセシウムなど放射能を

含む微粒子は捕捉できないことが、JIS規格の試験方

法の実態などから詳しく説明されました。続いて、放

射能ごみ焼却を考える福島連絡会の和田央子さんの講

演では、福島県内で巨額の費用を投じて仮設焼却炉が

建設され、各地で汚染ごみが焼却されている実態が紹

介されました。そればかりか中間貯蔵施設、最終処分

場の実態、ふくしまイノベーション構想など「復興」

名目でのゼネコンへの巨額の予算の「ばら撒き」の実

態も紹介されました。 

 新潟県三条市の「三条市のみどりの里の環境を守る

会」鶴巻俊樹さんの講演では、地元三条市に建設され

た木質バイオマス発電所の建設反対運動の経緯、建設

されて稼働が始まった昨年 9 月からは周辺環境監視

と事業者への運用実態を把握するため直接交渉の申し

入れ、各地の運動のネットワークの必要性などのお話

がありました。福島県塙町の「塙町木質バイオマス発

電問題連絡会」金澤倫教さんの講演では、塙町に突然

降ってわいたように出てきたバイオマス発電所の誘致

問題に対して、住民が手作りで運動を進めて計画を白

紙撤回に持ち込んだ経験などのお話がありました。 

 

  

◆シンポジウムを契機に各地の市民グループのネットワークができる 

 シンポジウムの登壇者、ふくろうの会、ちくりん舎、

たまあじさいの会の有志はシンポジウム翌日にちくり

ん舎で会合を持ちました。今後の各地の運動を広めて

放射能ごみばら撒きをストップさせるためにどのよう

に進めるか協議をするためです。協議は各地で志を同

じくして活動するもの同士で、和気あいあいながらも

真剣でやる気満々の会議になりました。 

 各地での監視活動や実態把握、全国的な動きの情勢

分析、放射能ごみばら撒きの危険性、健康影響などの

研究と情報共有などを目的としてネットワークをつく

ることが決まりました。参加者の発案でこのネットワ

ークの名称を「ばら撒き追及団」としました。「ばら

撒き」には放射能ごみの「ばら撒き」とともに、「復

興」名目でのゼネコンへの予算の「ばら撒き」にも反

対しようとの意味が込められています。 

 さっそく、4月中旬には郡山市で学習会、4月始め

には JAEA 楢葉遠隔技術開発センター、三春町環境

創造センター研究棟などの見学ツアーの具体的な行動

予定も決まりました。 

 

 
図 4 バイオマス FIT 認定量の推移 出典:経済産業省 
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◆各地の運動をつなげる「ばらまき追及団」－フクロウの会として支えていこう 
 ちくりん舎シンポジウムを通じて、既に各地で木質

バイオマス発電や放射能のばら撒きに懸念を持つ個人

からの問い合わせや相談が来ています。既に反対運動

を立ち上げて活動をしているところ、これから立ち上

げようとしているところ、不安を感じていて何とかし

たいというような人々がいます。 

 お互いの経験や研究成果、情報を交換、共有して各

地の運動に活かすことができるネットワークの設立、

これが今回の一連の行動の大きな成果です。今回のち

くりん舎シンポジウムとばら撒き追及団の立ち上げは、

今後の各地の運動に大きな力になると考えます。 

 フクロウの会は福島原発事故以降立ち上げた放射能

測定プロジェクト活動、再稼働反対を掲げて原子力規

制庁を監視する活動などを通じて全国の運動とのパイ

プがあります。ちくりん舎はゲルマニウム半導体測定

器と「リネン吸着法」による分析という武器を持って

います。たまあじさいの会は地元東京日の出町のごみ

処分場とエコセメント化施設周辺の環境調査の長い経

験があります。放射能ごみ焼却を考えるふくしま連絡

会はなんといっても福島県内での放射能ごみばら撒き

と「復興」予算ばらまきの全体像を把握しています。

こうしたそれぞれのグループの力を活かしながら、あ

らたにできた「ばら撒き追及団」のネットワークを大

きく力強いものにしてゆきたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

★放射能ごみばら撒きに反対するネットワーク 

「ばらまき追及団」についてご興味のある方はちく

りん舎（042-519-9378 lab.chikurin@gmail.com ）

またはフクロウの会青木（090-7245-7761）までお

問い合わせください。 

 
図 5 ちくりん舎シンポジウムの様子 
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東電が債務保証なんておかしい！東海第二原発は廃炉に！ 
 

◆首都圏で唯一の原発・東海第二原発の再稼働を狙う

日本原電 

日本原電は、首都圏で唯一の原発である東海第二原発

の再稼働を目論んでいます。東海第二原発は、事故を

起こした福島第一原発の同型の沸騰水型原発であり、

４０年を超える老朽炉でもあり、３・１１では津波で

被災した原発でもあります。 

 

◆電気をつくることができず資金調達ができない 

 日本原電は、原発しか持たない発電専門の会社です

が、所有する４つの原発のうち、２つ（東海原発と敦

賀原発１号機）の廃炉が決まり、１つ（敦賀原発２号

機）も直下に活断層のために再稼働は絶望的という状

況にあります。電気をつくることができず、事実上破

たんしています。残り１つが東海第二原発ですが、再

稼働のためには二千億円の安全対策費が必要とされ、

それが調達できずにいます。 

 

◆経営再建企業の東電が保証人に？ 

その二千億円を銀行から借りられるように、東電が債

務保証を行うとの動きが報じられています。東電は経

営再建企業で国の管理下にあります。そんな東電が保

証人になり、さらに電気料金の前払いまで行って原電

を救おうというのです。それができるくらいなら、福

島原発事故の収束作業と被災者への賠償をきちんとお

こなうべきです。原電はきちんと破たんさせ、東海第

二原発は廃炉にすべきです。 

 
 

原子力規制委員会・驚きの火山噴火リスク無視宣言 
 

 原子力規制委員会は 3 月 7 日の定例会合で火山に

関する審査の基準である「火山ガイド」の考え方が議

題となり、規制庁作成の文書「基本的な考え方」が提

示されました。その内容は、巨大噴火リスクを事実上

無視してよいとする驚くべきものでした。 

 

◆火山ガイドの判断基準を大きくねじ曲げるもの 

「基本的考え方」には、広範囲に火砕流が及ぶような

巨大噴火（噴火規模が数十キロ程度を超えるもの）に

ついては、「低頻度な事象」であるから「巨大噴火に

よるリスクは、社会通念上容認される水準であると判

断できる」としたうえで、「運用期間中に巨大噴火が

発生するという科学的に合理性のある具体的な根拠が

あるとはいえない場合は、少なくとも運用期間中は、

『巨大噴火の可能性が十分に小さい』と判断できる」

とあります。これは従来の審査の方針をかえ、火山ガ

イドの判断基準を大きくねじ曲げるものです。 

 

◆グレーは黒からグレーは白に…これでは審査になら

ない 

火山ガイドは「可能性が十分に小さいこと」の立証を

電力会社に課しています。活断層の判断もそうですが、

グレーは黒が原則です。それを「根拠があるとはいえ

ない」でよい、黒でなければよい、グレーは白でよい

としているのです。事業者が積極的に「根拠がある」

ことを立証するはずはありません。この点は、会合の

中で規制委の伴氏も指摘していました。事業者にして

みれば、適当に調べたことにして「根拠があるとはい

えない」とだけ言えばよいのです。こんなやり方では

審査にならないことは当たり前です。審査の放棄、規

制の放棄に等しいものです。 

 

◆巨大噴火は低頻度なので無視するが社会通念？ 

その前提は、巨大噴火はあまりに被害が甚大で低頻度

なのでリスクは無視するのが社会通念だというあまり

に乱暴な議論です。この社会通念論は、川内原発の運

転差止仮処分で福岡高裁宮崎支部が下した決定に依

拠するものです。決定は破局的噴火について「可能性

が十分に小さいとは言えない」ことを認めながら、社

会通念論で火山ガイドをねじ曲げることにより、差し

止めを認めませんでした。 

伊方原発の運転差止仮処分で広島高裁は、火山ガイド

に素直に従えば立地不適だとして差し止めを認めてい

ます。規制委は、今後も広島高裁のような判決が出る

おそれがあることから、自ら決めた火山ガイドをかな
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ぐり捨てて、福岡高裁宮崎支部決定にすり寄り、原発

が停止する事態を避けようとしているのです。 

 

◆自民党議員の要求を丸呑み 

「基本的な考え方」には、この文書が 2月 14日の規

制委定例会合での更田委員長の指示によるものとの記

載があります。実は同じ 2月 14日に参議院で原子力

問題での集中審議があり、更田委員長は自民党の青山

議員から、広島高裁決定のような「とんでもない判決」

が出ないよう火山ガイドを変えるべきだと詰め寄られ

ていました。更田委員長はその場では、規制庁の判断

に間違いはないとし、火山ガイドを変えるつもりはな

いと回答しました。しかし「基本的な考え方」は、火

山ガイドを無効にし、自民党議員の要求を事実上丸呑

みするものです。 

 

◆こっそりと無視する噴火のレベルを下げた…決して

低頻度ではない 

裁判で問題になった噴火は、噴火指数７以上（噴火規

模数百キロレベル）の破局的噴火でしたが、今回規制

庁が提示した文書では、噴火指数６以上（噴火規模数

十キロレベル）を巨大噴火としています。リスクを無

視してよい対象の噴火をこっそり広げているのです。

この規模の噴火は数千年単位で発生しています。決し

て低頻度ではありません。更田委員長は記者会見で、

巨大噴火のリスクは残余のリスクだとも説明していま

すが、頻度からいってもそのような説明はあたりませ

ん。 

 

◆規制委による規制の放棄を許さない 

規制委による火山噴火リスクの無視、規制の放棄は許

せません。表立ってガイドを変えずに、こっそりと判

断基準を180度変えようというやり方も許せません。

文書の撤回を求めていきましょう。 

 
 

使用済核燃料の中間貯蔵に反対しよう！ 

青森県むつ市・南紀白浜を核のゴミ捨て場にしないで！ 
 

◆福井県知事は使用済核燃料の県外搬出の目途を立

てるよう要求 

関西電力は大飯原発３号機に続いて、この５月にも４

号機の再稼働を目論んでいます。大飯原発の再稼働に

際して、福井県知事は使用済核燃料の行き場について

目途を立てるよう関電に要求しています。 

すでに原発の敷地内では貯蔵プールが満杯の状態で７

年後には完全に満杯になってしまいます。もともと搬

出先とされていた青森県六ヶ所村の再処理工場は、ま

ったく稼働のめどはないのに、使用済核燃料の貯蔵プ

ールだけはすでに満杯の状態です。 

 

◆関電は青森県むつ市の施設使用や南紀白浜での施

設建設を目論む 

 関電は、青森県むつ市で建設中の中間貯蔵施設の使

用を目論みましたが、むつ市長は明確に拒否しました。

京都や兵庫の日本海沿岸の市町村は、中間貯蔵施設の

建設に反対の姿勢でいます。関電はかつて原発建設を

もくろんだ和歌山県白浜町に事務所を構え、中間貯蔵

施設を建設しようと動いています。住民のみなさんや

関西の脱原発運動はこれに反対して活発に動いていま

す。 

 

◆永久の核のゴミ捨て場となる中間貯蔵に反対しよう 

青森県むつ市の中間貯蔵施設は、東電と原電が使用し、

最大５０年とされる供用期間が終われば、第二再処理

工場に搬出されるという約束でした。しかし、第二再

処理工場など具体的な計画すらない状況です。１月に

行われた政府交渉で、規制庁は、中間貯蔵の供用期間

後の搬出先として、第二再処理工場ではなく、「第二

中間貯蔵施設」とも言うべき別の中間貯蔵施設の可能

性があることを公然と表明しました。中間貯蔵と言い

ながら、ここが永久の核のゴミ捨て場になることは明

らかです。 

中間貯蔵施設は、その建設を止めることにより、使用

済核燃料は行き場を失うことになります。核のゴミ問

題の第一歩は、再稼働を止め、脱原発を実現すること

です。首都圏では、青森県むつ市の中間貯蔵施設を使

わせない取り組みが重要です。使用済核燃料の中間貯

蔵に反対して再稼働を止めましょう。 

 
 

大飯原発の火山灰評価の過小評価が関電の調査により明らかに 
 

◆専門家が関電の火山灰評価で過小評価を指摘 

大飯原発の火山灰評価は、鳥取県の大山（だいせん）

の噴火を対象とし、原発に積もる厚みを１０センチと

評価しています。しかし最近になって、専門家（産総

研：山元孝広氏）の指摘により、関電による噴火規模

の想定に過小評価があることが明らかになりました。 
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パンフレット紹介 
 

「福島の子どもたちの尿検査から見えてきたもの」 

Vol.2～Vol.５（カンパ 1冊 500 円）※Vol.１は現在絶版になっています。 

「フクロウの会 Annual Report 2016 

核のない社会をめざして」 
       2016：2017 年 6月発行 A4 版 全 52 ページ カンパ 1冊 500 円   

｢フクロウの会 Annual Report 2016 は、フクロウの会の 2016 年度の活動報告をパンフレット

にしました。｢フクロウの会 Annual Report 2015｣（2016 年 5 月 15 日発行 A4 版 全 36 ぺー

ジ カンパ 1冊 500 円）もあります。ぜひご覧ください。 

尿検査パンフレット Vol.5 以降も引き続き進めている尿検査結果もこちらに掲載しております。 

 

☆入手ご希望の方は件名を「パンフレット希望」としていただいて、ご希望のパンフレット名、 

冊数、送付先（郵便番号、住所）、氏名をご連絡ください。 

申込 メール fukurounokai@gmail.com FAX 03-5225-7214 

☆カンパ＋送料は振り込み用紙を同封しますので受け取り後振り込んで下さい。 

大山の噴火のうち、関電が評価対象に加えている８万

年前の噴火について、約３０センチの火山灰層が京都

市内にあるにも関わらず、関電はこれを考慮に入れて

いませんでした。関電はこの噴火による原発敷地での

火山灰はゼロであるとしていました。 

 

◆関電は厚みの評価はできないと結論したが規制庁は

これを覆した 

規制庁は昨年６月１４日に関電に対し地層の調査を指

示しました。関電は今年３月１日に調査結果を提出（右

図）。確かに大山の８万年前の噴火によるものだが再

堆積の可能性があり厚みは評価できないというのが結

論でした。私たちは美浜の会他４団体の連名で関電の

調査結果を批判する文書を３月２７日に提出しました。

その翌日３月２８日の規制委会合において、規制庁は

関電の調査結果を覆し、層厚は２６センチの可能性が

あるとの見解を示しました。 

大山から京都までは、大山から大飯原発までの距離に

匹敵します。京都での層厚が２６センチとなれば、大

飯原発の１０センチは明らかに過小評価となります。 
 

◆大飯原発の再稼働を止め火山審査はやり直し！ 

規制委会合の中で、石渡委員は、京都の火山灰層は２

層あるがそれをひとつとみなすこともできると発言し

ました。また更田委員長は、関電、山元氏を交えた公

開の場での議論を行うよう、また噴火規模については、

関電に要求するだけでなく、規制庁でも算出するよう

求めました。 

更田委員長は、現状で安全余裕の範囲にあるから今後

の対応について急ぐ必要はないとも述べました。しか

し、京都の火山灰層は安全余裕を超えています。大飯

原発は３号機が営業運転前の検査の最終段階、４号機

は５月にも再稼働といわれています。再稼働手続きを

中止すべきです。 

 

３月２８日規制委会合：大山火山灰評価についての資料 http://www.nsr.go.jp/data/000225055.pdf  

動画（いちばん最後の議題です）https://www.youtube.com/watch?v=JjB4gcbYSUA  

美浜の会他４団体による関電調査報告の批判文書 http://www.jca.apc.org/mihama/saikado/kazanbai_igi180326.pdf 
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